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△！

注 意
アース線接続 アース線の接続は確実に行う。

使用時や漏電時のときに感電するおそれがあります。

△！

付属品
●取扱説明書（本体同梱版）・・・１枚

●施工説明書（本体同梱版）・・・１枚

●予備電源（受信機用４５０ｍＡｈ）・・１コ

●ヒューズ（２５０Ｖ ３Ａ）・・・・・・１コ

●ヒューズ抜き差し工具・・・１コ

●ジャンパーピン・・・・・・・・・２コ

●取付ネジ（Ｍ５×４０）・・・・４本

１．安全に関するご注意

－１－

警 告
分解禁止！ 機器を分解したり、修理、改造はしない。

感電・故障の原因となります。

必ず守る！

電源（ＡＣ１００Ｖ）をOFFし、予備電源を取りはずした状態で施工する。

活線工事は、感電や発熱・故障の原因となります。

施工説明書にしたがい、その質量に十分耐えるように強固に取り付ける。

安易な取り付けは脱落、転倒によるケガの原因となります。

ＡＣ１００Ｖ専用。接続前に入力電圧を確認する。

ＡＣ１００Ｖ以外の電圧では発火・発熱の原因となります。

ＡＣ１００Ｖ用電源端子は確実に締め付ける。

締め付けが不十分な場合、発熱するおそれがあり、火災や焼損の原因となります。

予備電源は必ず接続する。

予備電源を接続しないと停電時に機能しません。

ＡＣ１００Ｖ用端子の電源端子カバーは工事終了後、必ず取り付ける。

感電の原因となります。

禁止！ 水や雨のかかる場所（屋外など）湿気の多い場所（給湯室）には設置しない。

感電・故障の原因となります。

小勢力端子にＡＣ１００Ｖ用電源線を接続しない。

発火・発煙の原因となります。

ぬれ手禁止！ ぬれた手で副表示機をさわったり、水をつけたり、水をかけたりしない。

感電・故障の原因となります。



●この製品は屋内専用です。屋外・屋側には設置しないでください。

●工事・施工時のゴミはどは機器の中に残さないでください。
ショートや、故障の原因となります。

●電線接続部は圧着スリーブなどで行い、絶縁処理をして下さい。
電線をよじっただけでは、長期使用中に電線表面が酸化接触不良
をおこし、誤動作の原因となります。

●ＡＣ１００Ｖ配線を小勢力配線は出来る限り離して施工してください。
ＡＣ１００Ｖ配線が小勢力配線の近くにあると誤動作の原因となります。

●アース端子は必ず接続してください。
（Ｄ種（第３種）接地相当以上（１００Ω以下）として下さい。

●予備電源収納スペースがあるため、副表示機の下からの露出配管はできません。

●扉はコインなどで確実に閉めてください。

■次のような場所には設置しないでください。
（誤動作や故障の原因となります。）

●直射日光の当たる場所

●水滴、蒸気、ホコリなど掛かる場所

●周囲に操作上支障となる障害物のある場所

●衝撃、振動などの影響を与える場所

●常に人がいなくて様子を確かめられない場所

●薬品などのガスが発生する場所

●強磁界やノイズの発生する場所

２．施工上のご注意

－２－



３．ディップスイッチ設定

SW201, SW202
下記参照

※片方向通信時はアドレス情報を表示しません。

－３－

※片方向通信時はＳＷ２０２は全てＯＦＦに設定してください。

RX300、RX600、RX1200、RX700、
RX1400接続時に設定します。



・プラグボルト（Ｍ４）（市販品）の打ち込みと、配線を引き込む位置は、下図の取付寸法図の
とおりです。

・中央のプラグボルトは、露出ボックス取り付け時の位置決め用としてご利用ください。
・露出ボックスの底上げは１２ｍｍです。
・ＡＣ１００Ｖ配線と小勢力配線を下図の位置より引き出してください。

露出型の場合

１．取付位置を決め、取付用プラグを打ち込む。

２．入線を行う。

・ＡＣ１００Ｖ配線と小勢力配線を分離して入線してください。

３．プラグボルト３ヶ所で露出ボックスを壁面に固定する。

・上下を間違わないように表示マーク（上↑）が上にくるように取り付けてください。
・床面に対し、垂直になるように取り付けてください。
傾斜角が大きいと副表示機の扉の開き方が悪くなる場合があります。

注

４．露出ボックスに本体を取り付け、露出ボックスの取付ネジ（４ヵ所）
を締め付け、露出ボックスのアース端子に本体のアース端子を接続する。

４．取付方法（露出型の場合）

－４－



ＡＣ１００Ｖ配線を接続する場合は、電源端子カバーをはずして接続してください。
結線後、電源端子カバーを必ず元に戻してください。

露出型の場合

５．配線する。（詳細は「７．配線方法」参照）

注

６．交流電源スイッチを「ＯＮ（｜）」側にする。

７．予備電源のコネクタを予備電源コネクタ受けに差し込む。

施工後、電源をOFFする場合は、必ず予備電源のコネクタを抜いてください。
抜かないと、予備電源が消耗します。

注

－５－



・ＡＣ１００Ｖ配線と小勢力配線が接触しないようにしてください。
・下図のように露出ボックスの取付方法が変わります。
他の取付方法は露出取付と同じです。

・壁面加工寸法は、「取付寸法図」を参照してください。

半埋込取付の場合

注

■露出ボックスの取付寸法

５．取付方法（半埋込取付の場合）

－６－



・床面に対し、垂直になるように取り付けてください。
傾斜角が大きいと副表示機の扉の開き方が悪くなる場合があります。

埋込取付の場合

１．埋込ボックスを壁面に取り付ける。

２．入線を行う。

・ＡＣ１００Ｖ配線と小勢力配線を分離して入線してください。

注

６．取付方法（埋込取付の場合）

－７－



埋込取付の場合

３．埋込ボックスに付属の取付ネジ（Ｍ５×４０）で塗り代カバー
（埋込ボックスに付属）を埋込ボックスに取り付け、モルタルを塗る。

４．本体に付属の取付ネジ（Ｍ５×４０）で塗り代カバーに本体を取り付け、
埋込ボックスのアース端子に本体のアース端子を接続する。

－８－



埋込取付の場合

ＡＣ１００Ｖ配線を接続する場合は、電源端子カバーをはずして接続してください。
結線後、電源端子カバーを必ず元に戻してください。

５．配線する。（詳細は「７．配線方法」参照）

注

６．交流電源スイッチを「ＯＮ（｜）」側にする。

７．予備電源のコネクタを予備電源コネクタ受けに差し込む。

施工後、電源を切る場合は、必ず予備電源のコネクタを抜いてください。
抜かないと、予備電源が消耗します。

注

－９－



７．配線方法

注

－１０－
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(ＴＢ１)

ＲＳ－４８５
(ＴＢ２)

電話

増設ブザー

接点出力(30V 2Aまで)

ＴＢ２

ＴＢ１

ＯＦＦ ＯＮ
ＯＦＦ ＯＮ

ＴＢ１

ＴＢ２

ＡＣ１００Ｖ
Ｐ１
Ｐ２

ＡＣ１００Ｖ

函体接地
[D種(第3種)接地相当以上(100Ω以下)]
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副表示機１ 端子接続表
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●幹線１系統あたり、副表示機は最大３１台まで接続できます。
●●端子はネジ端子を示します。

・増設ブザー接点出力の使用電線は、ＡＥ(φ０．９以上) －２Ｃ線としてください。
・副表示機の伝送線と受信機～中継器（分散処理盤）間の伝送線は、別シースにしてください。

受信機の
端子記号

副表示機の
端子記号

Ｓ＋ Ｒ＋

Ｓ－ Ｒ－



配線総長について（双方向通信の場合）

・機器間の配線及び最遠配線長は５００ｍ以内にしてください。
・全体の総配線長は１，５００ｍ以内にしてください。
・増設ブザーの配線長は１００ｍ以内にしてください。

注

配線総長について（片方向通信の場合）

・機器間の配線は５００ｍ以内にしてください。
（分岐配線の場合は、合計５００ｍ以内にしてください。）

・全体の総配線長は２，０００ｍ以内にしてください。
・増設ブザーの配線長は１００ｍ以内にしてください。

注

－１１－

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

副表示機 副表示機 副表示機

副表示機 副表示機

受信機
Ａ＋Ｄ≦５００ ｍ Ｃ≦５００ ｍ
Ｂ≦５００ ｍ Ｅ≦５００ ｍ

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ≦２０００ ｍ



８．終端抵抗スイッチの設定について

送り配線の場合（双方向通信の場合）

双方向通信時

片方向通信時

－１２－



分岐配線の場合（双方向通信の場合）

－１３－



送り配線の場合（片方向通信の場合）

分岐配線の場合（片方向通信の場合）

－１４－

受信機からの分岐配線で、副表示機３が最
遠(配線長が長い)なので
ＴＢ１ は｢ＯＮ｣側になり、副表示機１･２の
ＴＢ１ は｢ＯＦＦ｣側になります。
※分岐配線の配線長が同じ場合、いずれか
１台のＴＢ１を｢ＯＮ｣側にしてください。

副表示機１からの送り配線な
ので、副表示機４・５の
ＴＢ１ は｢ＯＮ｣側になります。

副表示機２からの分岐配線で､副表示機７
が最遠(配線長が長い)なので､ＴＢ１ は
｢ＯＮ｣側になり､副表示機６のＴＢ１ は
｢ＯＦＦ｣側になります。
※分岐配線の配線長が同じ場合､いずれ
か１台のＴＢ１を｢ＯＮ｣側にしてくだ
さい。



９．設定ファイルの登録方法について

－１５－



１０．時刻設定・予備電源試験・ヒューズ交換について

－１６－



－１７－



１１．異常時の点検・処置

－１８－



本書記載事項の無断転用を禁じます。
今後とも、本書を充実させていきます。
尚、本書は仕様変更等に伴い予期なく変更する場合がありますが、ご了承お願い致します。

４ＹＭ－０７０１９－ＡＰ


